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地震時等の一時的な避難先で、 
次の行動を考える場所。
公園や広場、学校の運動場など。

浸水や倒壊により自宅で生活できなく
なった方が避難生活を送る施設。
学校の体育館など。

大 阪 市 防 災 ア プ リ

アンドロイド端末を
ご利用の方

iPhone, iPadを
ご利用の方

※学校などの避難所には、救助用資器材や食料
　などを備蓄しています。ただし、行政の備蓄には
　限界があるため、ご自身での備えが重要です！

●貴重品
現金・小銭
スマホ・携帯電話と予備電源
身分を証明できるもの
家族や貴重品の防災情報メモ

●避難用具
懐中電灯やヘッドライト、乾電池
軍手・手袋
携帯ラジオ
ヘルメットや帽子
十徳ナイフ

●非常食
水500mlを3本程度
乾パンなど食品

●個々の必需品
眼鏡、補聴器、入れ歯など
続けて飲まないといけない薬
お薬手帳、母子健康手帳
粉ミルク、紙おむつ、おしりふきなど
赤ちゃん用品

●あると便利
アルミシート、ポリ袋など応用のきく布や袋
使い捨てカイロ
お菓子やおもちゃ（子どものストレスケアに）

●感染症対策用品
救急セット（包帯、絆創膏など）
マスク
体温計
消毒液


